
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
広
報
係
が
行
く

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
レ
シ
ピ

神
幸
祭
を
終
え
て

永
く
続
く
伝
統
と
感
動

実行委員長　飯
いい

田
だ

良
りょう

一
いち

さん

　
今
回
の
神
幸
祭
の
開
催
に
あ
た
っ

て
、
4
年
前
か
ら
当
時
の
記
録
を
調
査

し
た
り
、
地
元
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
初
、
開
催
を
不

安
視
す
る
声
も
上
が
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
前
回
よ
り
も
規
模
は
縮
小
し

た
も
の
の
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
形
で

開
催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
と
し
て
は
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
後
世
に
語

り
継
が
れ
る
祭
り
に
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
不
安
を
抱
き
つ
つ

迎
え
た
当
日
で
し
た
が
、
予
想
を
上
回

る
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
お
浜
降
り
や
行
列
な
ど
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
神
幸
祭
が
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ま
の
心
に
残
る
祭
り
と
な
り
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
神
幸

祭
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
が
集
う
機
会

が
、
町
や
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

【過去の神幸祭開催年】
第１回　慶長11年（1606年）
第２回　寛文６年（1666年）
第３回　享保11年（1726年）
第４回　天明３年（1786年）
第５回　弘化３年（1846年）
第６回　明治39年（1906年）
第７回　昭和41年（1966年）

歴
史
と
伝
統

　
松
崎
神
社
は
宝
亀
３
年
（
西
暦
７

７
２
年
）
に
創
建
さ
れ
、
倉う

か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

稲
魂
命
、

邇に

に々

芸ぎ
の

命み
こ
と

、
大お

お

宮み
や

姫ひ
め
の

命み
こ
と

を
祭
神
と
し

て
い
ま
す
。
神
幸
祭
は
、慶
長
11
年（
１

６
０
６
年
）
に
始
ま
っ
た
松
崎
神
社
の

祭
礼
で
、
60
年
に
一
度
「
丙
午
」
の
年

に
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
６
年
12
月
７
日

に
は
、
国
の
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を

講
ず
べ
き
無
形
の
民
族
文
化
財
（
房
総

の
お
浜
降
り
習
俗
）」
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
第
８
回
神
幸
祭
で
は
「
松

崎
神
社
神
幸
祭
実
行
委
員
会
」
が
組
織

さ
れ
、
計
画
・
運
営
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
昭
和
41
年
に
行
わ
れ
た
前
回
の
開

催
時
を
知
る
人
や
、
記
録
が
少
な
い
中

で
も
、
創
意
工
夫
を
重
ね
て
準
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
音
声
や
映
像
を
残
せ
な
か
っ
た
古い
に
し
え

の

時
代
か
ら
、
60
年
に
一
度
の
祭
り
が
世

代
を
超
え
て
、
令
和
の
時
代
ま
で
継
承

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い

こ
と
で
す
。

高齢者叙勲（令和８年１月１日付）

加
か

瀨
せ

 芳
よし

葊
ひろ

さん（元町議会議員）

旭
きょく

日
じつ

双
そう

光
こう

章
しょう

　町議会議員として、長年にわたり町政の発展に貢献されまし
た。平成 23 年 5 月から約 2 年間は、議長を務められました。
　在職中は、空港問題や久賀小学校の統合、多古第二小学校の
閉校など多くの課題に取り組まれました。

　平成７年から、7 回の農林業センサスや世界農林業センサス
をはじめとする多くの統計調査業務に取り組まれました。
　現在も統計調査員として従事されています。

受賞おめでとうございます

受賞おめでとうございます

萩
はぎ

原
わら

 毅
き

一
いち

さん（統計調査員）

農林水産大臣表彰

　このたび、多古町の副町長に就任いたしました、佐藤正樹で 
ございます。平山町長の補佐役として、町民の皆さまの暮らしの
向上と町の発展のため、全力で町政運営に取り組む所存でござい
ます。
　多古町は、豊かな自然と長い歴史、そして人々の温かさに恵ま
れた、魅力あふれる町です。この大切な財産を守りながら、成田
空港 C 滑走路の供用開始や圏央道多古 IC の整備といった発展の
好機を生かし、次世代に誇れる町づくりを進めてまいります。
　微力ではございますが、誠心誠意職務に取り組んでまいります
ので、皆さまのご支援とお力添えを賜りますようお願い申し上げ
ます。

佐
さ

藤
とう

　正
まさ

樹
き

昭和 35 年生まれ
多古町南並木在住

略　歴

昭和53年4月　多古町職員として採用
平成25年4月　子育て支援課主幹　
平成26年4月　多古こども園事務長
平成27年4月　総務課長

令和2年3月　多古町を定年退職
令和2年5月　有限会社ティ・ティ・エス常務取締役
令和8年3月　退任
令和8年4月　多古町副町長に就任

【4月 1日就任】新副町長をご紹介します
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